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四
国
の
状
態
よ
-
疑
な
き
邦
貨
な

ら
ど
す
｡

而
し
て
後

期
の
噴
出
に
よ
る
安
山
岩
､
乃
至
電
石
玄
武
岩
ど
の
被

覆
闘
係
は
此
間
の
事
情
を
.
洞
察
す

べ
き
も
の
あ
ら
0

即
ち
此
地
石
其
粗
面
岩
.
及
同
岩
質
凝
友
岩
の
材
料
が

陸
上
に
於
で
､
成
立
し
た
る
後
､
基
盤
た
る
古
庄
暦
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石
基
粗
面
岩
ビ
祁
按
偶
す
る
其
錫
鮎
に
於
て
､
安
山
岩

の
噴
出
あ
り
P
之
に
件
ふ
産
衣
岩
に
よ
り
て
.
前
者
が

被
は
れ
た
る
時
､
既
に
沈
降
期
に
際
し
た
る
は
､
後
者

の
凝
衣
岩
中
に
'
有
孔
戯
軸
及
珪
藻
瓶
の
化
石
を
含
む

特
殊
の
暦
あ
る
にこ
よ
り
で
明
に
察
す

べ
-
､
殊
に
素
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節
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批
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八

五
六

の

一
局
部
に
は
､
花
尚
砂
岩
の
暦
が
p
厚
さ
的

7
･
五

米
を
保
ち
､
現
に
残
存
す
る
あ
る
に
よ
-
て
.
甚
審
き

せ
ら
る
る
な
-
｡
而
し
て
最
後
に
霞
石
玄
武
岩
の
噴
出

す
る
あ
り
で
.
源
成
介
数
の
碑
i=:な
混
す
る
安
山
岩
質

凝
次
岩
の
犀
を
､
上
に
戴
き
た
る
櫨
､
餅
盤
状
に
噴
出

し
光
る
が
薦
め
'
石
基
粗
面
岩
3

一
部
ピ
ー
豆
衣
を
含

む
同
岩
贋
凝
衣
岩
の
殆
各
部
を

､
被
覆
す
る
に
至
-
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も
の
な
ら
｡
要
す
る
に
此
地
の
豆
次
を
含
め
る
石
英
粗

面
岩
貿
凝
衣
岩
も
P
亦
明
に
陸
戒
の
暦

な

る
は
疑
ふ
べ

き
故
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な
き
も
の
な
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ど
す
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岳
火
山
に
放
け
る
所
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マ
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ジ
ウ
石
に
裁
て

園

山

市

太

郎

鯖
瀬
は
放
て
岩
石
坤
に
於
け
る
納
核
現
象
に
就

て
'
多
少
壮
怒
す

る
鹿
あ
-
､
各
仲

山
穀
刺
を
光
抽
坤
の
鹿
､
別
榊
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放

り
餌

に
聯

関
し
て
､
滋
野
煤
滋
伊
那
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年
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撰
校
長
八
木
曲
別
氏
よ
り
､
袈

腿
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数
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を
誠
桝

せ
ら
れ
た
り
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あ
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て
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況
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､
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石
な
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に
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を
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火
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､
叩
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肘
を
突
械
し
て
'
達
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し
た
る
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の
な
-
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舶
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鮪
糾
し
て
'

花
伯
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よ
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れ
る
も
'
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部
の
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把
は
､
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迎
舘

し
て
前
者
に
よ
f
lて
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せ
ら
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'
東
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の
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射
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幾
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鮎
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す
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の
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の
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あ
-
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ヶ
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約
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椛
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山
岩
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火
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彬
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を
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み
'
文
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は
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鳳
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し
て
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澗
と
L･t
れ
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'
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ど
も
之
を
含
む
も
の
な
ら
ん
ビ
像
想
し
た
る
も
､
賓
協

の
結
果
は
之
れ
を
許
さ
ず
､
次
に
鉄
分
如
何
を
試
み
た

る
に
､
比
較
的
僅
少
の
含
有
に
過
ぎ
ざ
る
を
明
に
せ
-

依
て
燕
球
の
反
腰
に
よ
-
て
寛
厳
し
た
る
に
'
測
ら
ざ

ら
き
其
塘
牢
が

コ
バ
ル
ト
に
し
て
､
之
れ
に
閥
す
る
他

の
賛
助
を
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し
て
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軍
謬
な
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ざ
る
を
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す
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播
す
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順
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た
る
関
石
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謂
罫
ケ
岳
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ン
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ク
石
ビ
'
殆
同
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に
し
て
､
外
部
に
は
飢
多
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韻
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の
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へ.
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は
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鮮
に
し
て
粗
粒
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賢
弟
t
t
黄
白
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次
等
各
種

着
色
の
粒
子
を
含
む
も
の
あ
-
｡
唯

一
の
標
本
な
る
に

ょ
り
､
破
壊
す
る
を
許
さ
ゞ
る
も
､
前
祝
の
殆
純
銀
な

る
皮
穀
の

一
部
を
制
愛
し
て
.
燕
球
に
よ
る
反
臆
を
統

み
た
る
に
'
成
分
の
含
有
が
像
憩
に
反
し
て
'
意
外
に

少
-
p
舘
分
か

コ
バ
ル
ト
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反
臆
を
有
す
る
も
の
ゝ
如

-
愚
ほ
れ
た
-
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筆
者
は
石
両
者
の
比
較
に
よ
♭
て
'
外
観
内
容
共
に

甚
し
-
酷
似
す
る
を
痛
戚
す
る
に
至
-
た
る
も
の
な
-

若
し
大
腰
な
る
想
像
を
許
さ
る
ど
せ

ば
マ
ン
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ク
石

ビ

俗
構
せ
ら
る
～
も
の
は
､
同
火
山
噴
火
後
閑
石
の
数
小

塊
(!J
し
て
墜
落
し
.
之
れ
を
核
だ
し
て
'
地
上
に
放
て

結
核
作
用
に
よ
り
.
安
山
岩
貿
岩
層
だ
共
に
'
故
数
を

後
性
的
に
珪
成
し
た
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
な
き
か
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筆
者
は
軍
に
感
興
を
受
け
た
る
現
品
に
就
て
考
察
し
灯

る
も
の
に
し
て
'
所
謂

マ
ン
ジ
ク
石
の
所
在
地
瓢
の
貸

況
及
分
邪
等
に
就
て
知
ら
ん
こ
と
を
望
む
や
切
な
-
｡

摘
筆
す
る
に
際
し
､
夏
に
筆
者
の
想
像
を
許
さ
れ
よ

前
記
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如
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所
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ン
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ク
石
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皮
殻
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察
よ
･り
す

れ
ば
､
同
山
後
期
の
噴
出
に
よ
る
加
部
に
あ
-
て
'
角

閃
安
川
岩
よ
り
成
れ
る
出
膿

の
1
部
に
残
存
す
る

1
の

珍
口=;
た
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ

るな
き
か
｡
脚
憶
説
に
通

り
無
稽
の
戚
な
き
に
は
あ
ら
ざ
る
も
､
乱
し
て
識
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の

叱
正
を

伐
つ
｡
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